
様式２（施策）

④ボランティア活動を支える人材等の育成

Ⅰ　主な取組の推進状況　（Ｐｌａｎ・Ｄｏ） （単位：千円）
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Ⅱ　成果指標の達成状況　（Ｄｏ）

（１）成果指標

状
況
説
明

（2）参考データ

- -

　ボランティアコーディネーション力３級の検定試験は平成25年度から実施予定であるため、現状でコーディネーター数の変動はないが、県社
会福祉協議会において養成講座を開催しており、今後、一定の成果が見込まれる。

1

- - - -

参考データ名 傾向 全国の現状沖縄県の現状

－ －

現状値 H28目標値 改善幅 全国の現状成果指標名

ボランティアコーディネーター数
0人

（24年度）
0人

（24年度）

基準値

20人

施策展開

対応する
主な課題

関係部等

施策

11,295 順調

○行政ニーズの多様化や相互扶助機能の低下などを背景に、様々な分野において住民等のニーズにきめ細かく対応するボランティア
の役割が一層重要視されているが、本県においては人口当たりのボランティア数が全国と比べても低い水準にあることから、ボランティ
ア活動の円滑化、活性化を図る人材の育成・確保が求められている。

福祉保健部

ボランティアコーディネーターの養成

388頁

○平成24年10月にボランティアコーディ
ネート養成講座を開催し、ボランティア
コーディネートの基礎的技術の向上に繋
げると共に市町村ボランティアセンターに
おけるボランティアコーディネーターに対
する支援等に取り組んだ。（１）

「施策」総括票

平成24年度

決算見込額 推進状況主な取組 活動概要

県民生活を支える人材の育成5-(6)-ア



様式２（施策）

Ⅲ　内部要因の分析　（Ｃｈｅｃｋ）

Ⅳ　外部環境の分析　（Ｃｈｅｃｋ）

Ⅴ　施策の推進戦略案　（Ａｃｔｉｏｎ）

・本県においては人口当たりのボランティア数が全国と比べても低い水準にあることから、ボランティア人材の育成・確保を図るため、ボランティアコーディ
ネーターの認知度向上が必要である。

・ボランティア・市民活動が社会に広がり、活動する場も多様化している中で、ボランティアニーズに専門的に対応するボランティアコーディネーターの役割
はますます重要になってきており、ボランティアを行う者の技術水準を客観的な指標で示す必要がある。

・ホームページやメールマガジンによる周知によりボランティアコーディネーターの認知度向上を図り、ボランティア人材育成、確保を促進する。
・ボランティアの技術水準の向上を図るため、平成25年度からボランティアコーディネーション力３級検定試験を実施する。


